
1章  誕生石の物語

　オパールの語源は、サンスクリット語で「宝の石」を意味する

「ウパラ（upala）」。その魅惑的な虹色の輝きによって、「オパー

ルは雷といっしょに天から落ちてくる」「オパールには持ち主の姿

を見えなくする魔力がある」といった伝説が残っています。

　また、オパールはかつて神聖ローマ皇帝の王冠に飾られ、当

時の神学者は「このようなものは今までこの世に現れたことがな

い」「その輝きは見る者を圧倒する」と絶賛しました。

「あなたの心はひどくオパールなんですから」

　これは劇作家・シェイクスピアの喜劇『十二夜』に登場する

道化師のセリフ。移り気な心をオパールの虹色でたとえたのです。

　のちにこの輝きの正体は、規則正しく並ぶ小さな二酸化ケイ

素球の層で反射した光が干渉し合い、見る角度によって色が変

わる現象だと分かりました。これを「遊
ゆう

色
しょく

効果」といいます。オパール 蛋た ん白ぱ く石せ き
10月の誕生石の1つ。二酸化ケイ素に水が加わった非結晶の鉱物です。乾燥や熱に
弱く、割れてしまうことも。貝や首長竜などの化石がオパールになったものもあります。

「雷の日に降ってくる」
そんな伝説も残っている。
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1章  誕生石の物語

2月の誕生石の1つ。わずかに含まれる鉄と、天然の放射線によって紫色になった水晶
（石英）です。ジオード（岩の内側にできた空間）内に結晶したものが多く見つかってい
ます。

　アメシストには、「バッカス・ストーン」という呼び名もあります。

　ローマ神話の酒の神・バッカス。彼はいつも獣
けもの

を連れている

狂乱の神でもありました。 

　ある日バッカスは、「最初に出会った人間を獣に襲わせよう」

と考えます。そこに現れたのは、月の神に仕える美しい少女・ア

メシストでした。獣が彼女に飛びかかろうとしたその時、危険に

気づいた月の神が祈りを捧げると、アメシストは純白の石に姿を

変えます。

　石となり動かなくなったアメシストを見て、やっと自分の狂気に

気づいたバッカス。反省した彼が石にブドウ酒を注ぐと、純白の

石が紫色に染まって輝き出したのです。

　この神話から、古代ギリシャや古代ローマでは「アメシストが

あればお酒に酔わない」と考えられ、お酒を飲む時にお守りとし

て身につけることもあったそうです。

お酒好きの人が、
持つべき宝石かもしれない。

アメシスト 紫むらさき水す い 晶しょう
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1章  誕生石の物語

　ルビーの語源は、ラテン語で「赤」を意味する「ルベール

（ruber）」。古くからルビーの産地として知られるビルマ（現・ミャ

ンマー）では、戦争のお守りとして用いられていました。

　ミャンマーでとれるルビーの中で、特に美しく鮮やかな赤色の

ものは、「ピジョン・ブラッド（鳩の血）」と呼ばれ、最高級の宝

石として世界中で愛されています。

　ルビーを血色にたとえたのが、劇作家・シェイクスピア。彼の

四大悲劇の1つである『マクベス』の中で、亡霊を見たマクベス

はこうつぶやきます。

 「君たちも亡霊をみているのに

頬のルビー※の色を失わないのは

驚き怪しまざるを得ない。」

　ルビーの赤い輝きは、時代を超え、国を超えて、人 に々豊か

な生命力を想起させているのです。

時代も国も違うけど、
イメージするものはいっしょでした。

ルビー
7 月の誕生石の 1つ。鉱物名はコランダム。その中でも赤く透明で、宝石になるもの
を「ルビー」といいます。ルビーの赤色は、わずかに含まれるクロムによるものです。

※昔は赤い宝石を「ルビー」と呼んでいたため、現在のルビーと同じものではない可能性があります。
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1章  誕生石の物語

　サファイアの語源は、ラテン語で「青」を意味する「サッピル

ス（sapphirus）」。紀元前7世紀ごろ、古代ペルシャでは「地

球はサファイア※の円盤でできていて、空が青いのは地面のサファ

イアが反射しているから」と考えられていたそうです。

　1783年、それまで別の鉱物と思われていたルビーとサファイア

が、「コランダム」という同じ鉱物であること

が分かりました。現在では青以外にも、緑、

オレンジ、ピンクなどのサファイアが知られ

ています。

ルビー＝赤いコランダム

サファイア＝赤以外のコランダム

　このように呼び分けるようになり、青だけ

だったサファイアはより多彩な宝石となった

のです。サファイア
9月の誕生石の1つ。鉱物名はコランダム。赤いコランダムは「ルビー」、それ以外の色
のコランダムは「サファイア」と呼ばれます。

昔は青だけだったけど、
今はいろんな色がある。

※サファイアは、昔は別の名前で呼ばれていたようです。
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